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１号様式                

 記録者 事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂  

 

教育、民生常任委員会記録 

 

招集年月日 
令和４年２月１５日（火） 

招集の場所 
議員控室 

開会 
午後１時３０分 

出席者 

委員長       柳田 政喜 

副委員長    手島 牧世 

委 員      平吹 俊雄 

委 員      吉田 二郎 

委 員      鈴木 惠悦 

委 員      村松 秀雄 

議 長      鈴木 宏通 

 

欠席者 
なし 

 

職務のため出

席した者の職

氏 名 

事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂 

 

協議事項 

・調査研究テーマについて 

その他 

なし 

閉会 
午後２時１９分 
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２号様式  協議の経過  

 開会 午後１時３０分 

柳田委員長 皆さん、こんにちは。大変お疲れ様でございます。 

委員全員出席ですので、委員会は成立をいたしております。本日は鈴木

議長に出席をいただいております。 

本日はどうもお疲れ様でございます。本日は実質１回目の常任委員会と

いうことで、私前回委員長に任命いただきました、柳田でございます。若

輩者でございます。これから２年間、皆さまのお力をお借りしながら、委

員会を頑張ってまいりたいと思いますので、これからどうぞよろしくお願

いします。 

それでは、座って進めさせていただきます。本日、鈴木議長に参加して

いただいておりますので、議長のほうからも一言お願いします。 

鈴木議長 皆さん大変お疲れ様でございます。今日は教育、民生の初会合というこ

とで、私も参加させていただいております。今後２年間、政策提言に向け

て皆さまの調査、研究というところがこれより始まるわけですけれども、

当委員会として皆さまのいろいろな意見、又は考えをいろいろな形で取り

入れながら、図りながら今後、より良い政策提言を行っていただきますよ

うぜひお願いを申し上げて簡単ではございますが、今後ともよろしくお願

い申し上げて議長の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

柳田委員長 会議事項に入るところでございますが、本日１回目の常任委員会という

ことで、初めての方もおられますので、全員自己紹介のほうからしていき

たいなと思うところでございます。まず、平吹委員お願いします。 

平吹委員 今日はどうもご苦労様でございます。不動堂５区行政区の平吹です。ど

うぞよろしくお願いします。 

鈴木委員  新人１年生の議員、昨日仙台で新人研修会を少し緊張して受講して参り

ました。駒米の鈴木惠悦です。よろしくお世話になります。 

吉田委員 吉田二郎でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

村松委員  村松です。どうぞよろしくお願いいたします。 

手島委員  上二郷１行政区の手島牧世です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

柳田委員長  私が中埣１区の柳田でございます。よろしくお願いします。 

それでは、さっそく協議事項に入っていきたいのですが、まず、常任委

員会に研究テーマというものがございます。研究テーマをどのように決め

て、どのように進めていくかということになっていきますけれども、まず

研究テーマをどのように決めていったらいいか、今日すぐにというのは難

しいことだと思いますので、皆さんからどのように進めたらいいかご意見

を伺いたいのですが、いかがでしょうか。 

お渡しした資料の２枚目に平成２５年から令和３年まで教育、民生常任

委員会で扱った研究テーマが一覧で載っています。細かいのが載っている



 3 

のが提言した中身を付け加えた資料になっていますので、見ていただける

と中身が分かるのかなと。表題だけだとなかなか分かりづらいので。 

例えば、２５年の少子高齢化ですと１から４までありました。こういっ

た形で今まで研究テーマのほうをやってきましたけれども、今回ですね決

めるにあたって、資料を見ながら考えてきてもらって、美里町の教育、民

生が所管する中で、こういうものを研究したほうがいいのではなかろうか

という案がございましたら出していただきたいところなのですが、今日は

資料を見ていただくだけかなと思うのですが。次回に皆さんから提案いた

だきたいと思っているところでございます。一旦資料を見る時間を取りた

いと思います。 

休憩します。 

 休憩 午後１時３５分 

再開 午後１時５７分 

柳田委員長  再開いたします。今後のスケジュールでございますが、３月会議におき

まして、教育、民生常任委員会の研究テーマを議長に報告しなければいけ

ないということですので、３月会議に向けまして皆さんと話し合いながら

研究テーマを決めて、３月会議に報告したいと思います。 

テーマのほうですが、皆さんのほうから意見をいただきました。平吹委

員は国民健康保険特別会計及び介護保険特別会計、平成２６年に取り組ん

だ部分について、なかなか実現していない部分が多かったので、検証を含

めてもう一度取り組んではどうかというお話をいただきました。 

吉田委員のほうからは、町民が関心のあるテーマを取り組んだらいいの

ではないかというお話をいただきました。 

村松委員のほうからは、同じように関心のあるテーマで特にごみ問題な

どで、ごみが最近増えてるというお話をいただきました。 

鈴木委員のほうからは、空き家が目立ってきているという部分と、高齢

者の独居老人の暮らしぶりも気になるのでそちらを追究したらいいので

はないかというお話をいただきました。 

手島副委員長から、過去のテーマで不足してる部分を再度検証するとと

もに、平成２６年に取り組んだ国民健康保険関係のテーマを突き詰めてい

ったらいいのではないかというご意見をいただきました。 

その辺につきまして、次回決定していきたいと思いますがよろしいでし

ょうか。 

（「はい」の声あり） 

 それでは次回に向けまして、委員皆さんでテーマを持ち寄りまして決め

ていきたいと思います。その際に資料など付けて持っていただけると助か

ります。 

 一旦、休憩します。 

 休憩 午後２時 
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再開 午後２時１０分 

柳田委員長  再開いたします。 

次回の教育、民生常任委員会の日程は３月８日午前９時３０分からとい

たします。その際に皆さまからテーマを持ち寄っていただいて決定し、３

月会議に報告したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

本日の会議事項は以上となりますけれども、皆さんのほうから何かござ

いますでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

鈴木委員。 

鈴木委員  先ほど、各自資料ということだったのですが、どういったもの……具体

的に。  

柳田委員長 一旦、休憩します。 

 休憩 午後２時１０分 

再開 午後２時１４分 

柳田委員長  再開いたします。 

 手島副委員長。 

手島副委員長  私から２点ほど。タブレットの使用に関してと通知文書に関してなんで

すが、まず１つ目がタブレットの使用ということで、教育、民生全体でタ

ブレットを使用しながら、打ち込みをしながら会議を進めていくと会議時

間の短縮と、前に何を言ったのかが自分の手元でわかる。板書なしで皆さ

んと資料の共有ができたらいいかなと思っていました。 

 それに伴って、通知文書に関しても、開催案内をタブレットを通して皆

さんに案内をしていただけるようなことも考えられないかなと思いまし

たので、その２点ほど。（「教育、民生だけでは決められないのでは」の声

あり）教育、民生の案として、全体的にどうなるかというのはあるかと思

いますが、そういったところを少し考えていただけないかなと思いまし

て。 

平吹委員  議長もそういう話をしているし、私も話をしてるし、議長のほうから例

えば議運のほうでやるとか、議長の考え方だけど、全般的だから両方の常

任委員会が関係すると思うのね、うちの常任委員会だけではなくて。その

辺、議長に上手くやってもらった方がいいんじゃないですか。 

手島委員  そしてもしタブレット使用で会議運営をやっていけるのであれば、毎回

持ってきてそういった形で会議を進められるとスムーズなのかなと思っ

たので。 

柳田委員長  手島副委員長と平吹委員から意見をいただきました。（「ちょっと休憩し

てください」の声あり） 

 休憩します。 

 休憩 午後２時１６分 

再開 午後２時１７分 



 5 

柳田委員長  再開いたします。 

 今、手島委員のほうから提案をいただきました。全体で進めていく部分

もあると思うのですが、教育、民生常任委員会も前にタブレットを使用し

た会議も、１つの画面を共有して見ながら会議もやってるところでござい

ます。教育、民生のほうで出来るだけ活用できる部分があれば、全体で決

まる前にも進めていきたいなという部分もございますので、出来るだけ積

極的に活用していきたいと思っているところでございます。基本的には全

体的に関わることにつきましては議運のほうで進めていくということで

ございますので、教育、民生のほうもできるだけ活用して、それに取り組

んでいくという形でやっていきたいと思いますがいかがでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

 では、なるべくそういう部分は皆さんで積極的に対応していくというこ

とで進めさせていただきます。 

 他に意見何かございますでしょうか。事務局のほうで何かございます

か。（「特にないです」の声あり） 

 それでは、なかなか段取りわからなくて申し訳ございません。以上で終

わりたいと思います。副委員長のほうから最後に閉会の挨拶お願いしま

す。 

手島副委員長  皆さん大変お疲れ様でした。タブレットの活用をはじめ時間の短縮と濃

度の濃い内容を行えるように、委員長をサポートしながら頑張ってまいり

たいと思いますので、本日は大変お疲れ様でした。 

 閉会 午後２時１９分 

 

 

 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和４年２月１５日 

 

教育、民生常任委員会 

 

委員長                    


